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令和 5 年度名城大学薬学部同窓会代議員総会 議事録送付の件 

 

時下、皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。また、平素は同窓会活動にご理

解とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、本年度の代議員総会にご協力いただきまして誠にありがとうございます。 

本年度代議員総会 議事録をお送りさせていただきます。 

また、忌憚なきご意見、激励のお言葉を頂戴し、役員一同、感謝申し上げますとともに、今

後の同窓会活動に活かしていきたいと存じます。 

今後とも、同窓会活動へのご理解ご協力の程、お願い申し上げます。 
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令和 5 年度名城大学薬学部同窓会代議員総会 議事録 

 

開催日 ；令和 5 年 6 月 11 日(日) 13：30 定刻開始 

開催場所：名城大学薬学部新 3 号館 102 号教室(対面) 

     オンライン（ZOOM） 

参加者 ：対面 22 名 

     オンライン 9 名 

     委任状 52 通 

     代議員総数 123 名 83 名返信（回収率：67.4） 議決権 67.4％ 

 

【議事録】 

・開会   総務担当 新田より開会宣言 

 

・会長挨拶（丹下会長）；お忙しい中、お集まりいただき有難うございます。新型コロナウ

イルスの関係で、過去 3 年間書面表決の形にて代議員の皆様に審議、ご意見を賜り有難

うございました。本日 4 年ぶりに参集およびオンラインでの開催が出来たこと嬉しく思

います。 

忌憚なきご意見等をいただきつつ、ご審議の程お願い致します。 

 

・議長選任 新田より立候補者を募るが、会場およびオンライン参加者の中でお見えになら

れないようなので、慣例によりご指名させていただきます。議長 26 回生 大橋代議員、

副議長 24 回生播磨代議員にお願いしたいと思います。会場からの意義等なく選任とな

った。 

 

・議長挨拶（議長）ご指名により本年代議員総会議長を務めあせていただきます。宜しくお

願いします。参加状況、委任状数、回収率、議決数に基づき本題代議員総会の成立 

 を認めます。では議案 1 に対してご説明をお願いします。 

 

・議案１説明（丹下会長）：資料に基づき 2022 年度事業報告を説明いたします。  

 昨年の代議員総会は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点により書面表決にて実施

いたしました。またその中で、正副会長会議 7 回、常務理事会 6 回、理事会 3 回オンラ

インにて実施足しました。各員会開催状況も組織強化委員会 2 回、財務委員会はメーリ

ングでの協議、審議を行いました。イメージ向上委員会は 2 回、生涯教育委員会はメーリ

ングでの協議、企画委員会 1 回、総務委員会 2 回開催しております。 

 名城大学薬学部教授会・同窓会役員・後援会連絡会は、2023 年度に延期いたしました。 

事業に関しては、2022 年度薬学部同窓会研究助成は、薬化学研究室 吉田圭佑助教に授



与いたしました。お問い合わせが多い卒後教育講座に関しては、大学生涯教育委員会とも

協議し新型コロナウイルス感染拡大防止の観点により開催中止となりました。 

同窓会誌「城薬」第 36 号を発行し、卒業生、在校生にお渡ししました。 

事前学習補助者(ボランティア募集)、校友会業務との連携協力、会費収入拡充の実施用を

行いました。同窓会室の有効活用を行いました。クラス会、支部活動の活性化を行いつつ 

新型コロナウイルス感染拡大の収束を待っておりましたが、昨年度は開催等が難しい状

況でした。同窓会ホームページの充実、会員名簿の整備を事業として行っておりました。

会員親睦レクリエーション事業を計画しておりましたが、感染拡大防止の観点により延

期となっております。 

 行事として、第 55 回日本薬剤師会学術大会 in 仙台にて同窓会懇親会を計画しておりま

したが感染拡大防止の観点により開催中止。 

 第 15 回城薬ゴルフコンペの開催も同様に開催延期となりました。 

 大学祭に関しては、2022 年度八事キャンパスにて小規模で開催することになり援助金等

の協力を行いました。 

 就職支援行事に関しても、薬学部就職委員会と共催で支援行事に参加しました。 

 名城大学薬学部学位授与式および卒業祝賀会は、感染拡大防止の観点により卒業祝賀会

が中止となりました。 

 日本薬学会第 143 年会 in 札幌での同窓会懇親会も感染拡大防止の観点で中止となりまし

た。 

 （中期計画に関して読み上げ） 

 以上 2022 年度事業報告となります。 

 

・(議長)引き続き議案２決算報告をお願いします。 

 

・（財務担当 黒野副会長）収入の部で会費予算として 600 万円予定しておりましたが、決

算額 692 万 1,000 円となり、内訳として年会費 1 年 8 名、3 年 35 名、7 年 89 名の振込が

ありました。また入会金として在校生 1 年生 199 名、3 年生（2020 年入学）92 名の振込

がありました。 

 3 年生に関しては、入学時当初新型コロナウイルス感染拡大が見られ、入学式、新入生ミ

キサーをはじめ各行事全てが中止となり、同窓会として入会金説明も出来ないまま 3 年

生になりました。薬学部神野薬学部長のご協力のもと 3 年次に同窓会入会の案内を行い 

 92 名の入会金振込となったため予算より増額となりました。校友会援助金は、予算立案

時は 250 名で予算計上致しましたが、255 名の入学者となり 2 万円の増額、広告収入（城

薬）も 2 万円増額となっています。預貯金の利息は、利率低下により減額、前年度繰越金

を含め 10,689,127 円となりました。 

 支出の部では、会議費がオンラインのみの会議となり費用弁償分の支出となり 122,420 円



の減額、代議員総会費も書面表決となり郵送料、雑費のみとなり予算比 13,858 円の減額 

 各種委員会も同様にオンライン協議がメインとなり、費用弁償分のみの支出となり

122,100 円の減額となりました。会誌発行費に関しても大学、同窓会ともに行事が中止、

延期となり誌面報告が少なくなり、ページ数が少なくなり 607,425 円の減額となりまし

た。学生会援助金も行事が制限され大学祭のみとなり 182,000 円の減額となりました。 

 事業費も同様に各種同窓会行事が中止等となり 873,855 円の減額となっています。 

 昨年度代議員総会書面表決にて承認を得ました、2026 年名城大学開学 100 周年記念事業 

 に向け積立金を行っております。次年度繰越金 4,971,762 円含め支出として 10,689,127

円となりました。 

 資産に関しては 2022 年度残高 22,580,380 円となります。 

 以上報告いたします。 

 

・(議長)監査報告をお願いします。 

 

・（丹羽監事）同窓会の 2022 年度末の会計状況について監査を行ったところ、収支報告な

らび預貯金残高状況を適切に表示していることを認めます。 

 

・(議長)議案１，議案 2 に関してご質問があれば挙手をお願いしたい 

 質問等がないようなので議案 1、議案 2、監査報告に関してご承認いただける方挙手をお

願いしたい。挙手多数のため議案１，議案 2、監査報告に関して承認といたします。 

 

 引き続き議案３に関して説明をお願いしたい。 

 

・議案 3 説明（丹下会長）：資料に基づき 2023 年度事業計画を説明します。 

 新型コロナウイルス感染が、2 類から 5 類になったため、コロナ禍前の状況に戻していく

予定で考えています。会議及び懇談会も代議員総会年 1 回、正副会長会毎月 1 回開催、 

 常務理事会毎月 1 回、理事会年 4 回、各員会も随時開催するように計画しております。 

 また支部長会、支部総会、学生会との懇談会も随時開催を予定しています。 

 教授会との懇談会、後援会・教授会との懇談会も年 1 回開催予定したいと考えています。 

 事業に関して2023年度薬学部同窓会研究助成を生理学研究室 都築孝允助教に授与した

いと計画しています。卒後教育に関しては、新型コロナウイルス感染症の推移・現状を中

止しながらリモートなどの開催形式、時期、回数などを含め、大学卒後教育委員会と慎重

に検討している段階であります。研修単位の取得の基準も上がっていることから検討を

重ねている状況です。 

 同窓会誌「城薬」第 37 号発行、WEB 講演会の実施、事前学習補助者（ボランティア)募

集、模擬患者（SP）募集、校友会業務との連携協力、会費納入拡充の実施、同窓会室の有



効活用、クラス会、支部活動の活性化、ホームページの充実名簿の整理等を計画していま

す。 

 会員レクリエーション(ゴルフ・テニス・懇親会等)も開催を計画していきたいと考えてい

ます。昨年の書面表決にてご意見のありました在学生への支援事業へも協力していく予

定です。 

 行事予定としては、第 56 回日本薬剤師会学術大会 in 和歌山では 9 月 17 日に開催を計画

しております。また城薬ゴルフコンペを 11 月 23 日開催予定で準備しております。 

 同窓交流会を 10月 1日ホテルマリオットアソシアにて 300名規模の開催が決定いたしま

した。代議員の皆様にもご参加いただきたいと思います。日本薬学会第 144 年会 in 横浜 

 に関しても開催に向け計画しております。大学祭においては、学生会への支援のほか、 

 企画実行委員会が中心となり同窓会としてブースを出し在校生への同窓会アピール等も 

 計画し、現在大学との協議中です。就職支援行事においても薬学部との共催で支援を計画

しています。薬学部学位記授与式および卒業祝賀会への参加も計画しております。 

 （中期計画に関して読み上げ） 

 以上 2023 年度事業計画となります。 

 

・(議長)引き続き議案 4 2023 年度予算(案)に関して説明をお願いします。 

 

・（財務担当 黒野副会長）収入の部で昨年度決算額 6,921,000 円でしたが会費予算として

600 万円予定といたしました。校友会援助金は、入学定員数の 250 名で予算計上しまし

た。広告収入において 700,000 円を予定、利息に関して現金利をあてはめ 238 円としま

した。前年度繰越金を含め 12,672,000 円を収入の部の予算といたしました。 

 支出の部では、会議費を対面での会議が多くなることを想定し昨年度予算と同額の

300,000 円を計画しました。代議員総会費は対面、オンラインの併用でハイブリット開催

を計画したため昨年度予算より 200,000 円増額した 300,000 円の予算を計画しました。

各種委員会も同様に対面での協議が、活発化する予定の為、昨年度予算同額の 150,000 円

を計画しました。会誌発行費に関しては大学、同窓会ともに行事が通常通り開催されるこ

とになれば開催報告が増え、ページ数が多くなり昨年度予算同額の 2,500,000 円の計画と

なりました。学生会援助金も行事が出来ることを想定し、昨年代さん同様 432,000 円の計

画となりました。 

 事業費に関しては、同窓交流会など各種同窓会行事が、開催の方向で予定されており

2,500,000 円の支出計画となり昨年度予算より増額になっております。 

 研究助成金、役員保険加入費、積立金に関しては、昨年度予算同額で計画しました。 

 手数料に関しては、金融機関振込手数料の値上げ等もあり昨年度予算より 10,000 円の増

額で計画致しました。 

 予備費を含め 12,672,000 円を支出の部の予算となりました。 



 以上 2023 年度予算案となります。 

 

・(議長)議案 3，議案 4 に関してご質問があれば挙手をお願いしたい 

 質問等がないようなので議案 3、議案 4 に関してご承認いただける方挙手をお願いした

い。挙手多数のため議案 3，議案 4 に関して承認といたします。 

 

 その他ご質問等があれば挙手をお願いしたい。 

 

・（代議員）事業報告、事業計画で同窓会ホームページの充実とあるが、代議員総会の件も

含め、ホームページが更新されていない。常に新しい情報をホームページで提供すべきで

はないか。 

 

・（イメージ向上委員会 久田副会長）ご指摘ありがとうございます。情報が更新されてお

らず申し訳なく、適時ホームページの更新を行っていくよう委員会内でも協議します。 

 

・（代議員）本会議前の動画も古く、大学の最新情報の含めた情報提供をお願いしたい。 

 体育館の建て替えが予定されていたが、新しくなったのか知りたい。 

 

・（黒野副会長）大学教員の立場でお話いたします。以前大学としての計画案として、体育

館の建て替え事業が計画されていたが、コロナ禍になり、建築資材の高騰など、計画自体

が一旦白紙となり再計画を検討している段階です。 

 投影しました動画に関しましても、同窓会としての動画は無く、60 周年記念事業の際、

後援会が作成した動画をお借りして今回投影いたしました。 

 

・(代議員)最新の情報を教えてもらえるよう努力して欲しい。 

 

・(丹下会長)同窓会内でも協議していくように致します。 

 

・（代議員）代議員総会の参加人数が少ないのはなぜか？委任状が多くあり、会としては成

立となるが、この状況をどのように考えているか？ 

 

・(丹下会長)ご意見有難うございます。同窓会として若い世代の代議員の参加率が悪く、 

 代議員総会の成立も危ぶまれたため、一昨年代議員継続の意思確認を行い、継続が難しい

場合は他者推薦をしていただきました。コロナ禍の影響もあり参加者数が伸び悩んでい

ることは、同窓会内でも協議している状況です。若い世代への同窓会活動のアピールも 

 随時計画しており参加者数を増やす策を模索しています。 



・（代議員）予算の事業費を 2,500,000 円に増額しホテルマリオットアソシアで同窓交流会

を計画するのはよいが、若い世代へのアピールのなるのか？サラリーマン薬剤師を経験

すると、予算は湯水のように使えばよいのではなく、有効に使う手立てを考えて使うこと

が大事ではないかと感じるが如何か？ 

  

 

・(丹下会長)ご意見有難うございます。コロナ禍でほぼ３年間同窓会イベントが開催出来ず、 

同窓生が集うことが出来なかった。今年度 300 名参集予定であるが、同窓生の参加費の

減額をすることで、若い世代の卒業生にも参加しやすい状況を作るため事業費を増額し

た。同窓会役員の中にも若い世代がいるため、協議しつつ計画をしている。 

今後同窓会内でも協議を重ねていきたいと思います。 

 

・（代議員）本来であれば代議員の定年制を協議してもらうことを考えていたが、本日 

 参加している代議員の年齢を見ると高い人しか参加していない。定年制を提案すると、 

 代議員総会自体の成立が出来ないのではないかと感じる。 

しかし高齢になれば参加も難しくなってくる。同窓会として対応を協議して欲しい。 

例えば後期高齢者世代の代議員は、相談役のような立場等を考えて欲しいと要望します。 

 

・（丹下会長）ご意見有難うございます。同窓会内でも協議していきます。 

 

・(代議員)本日の資料の中に先回の議事録がないのはなぜか？ 

 

・（総務担当 新田）ご意見有難うございます。議事録に関しては準備できておりません。 

 申し訳ありませんでした。 

 

・(代議員)パソコン内に保存されていないのか？本来議事録は作成しているのか知りたい。 

 

・(総務担当 新田)議事録に関しては、毎回作成し同窓会で保管している。本日会場の 

パソコンは、大学からお借りしておりパソコン内での保管は出来ておりません。 

 

・(代議員)言い訳にしか聞こえない。保管しているなら出してほしい。 

 

・（総務担当 新田）同窓会室パソコンから準備するが、30 分程度時間をいただきたい。 

  

・(代議員)すぐ準備ができないならば本日は準備しなくてよい。しかし今後の同窓会運営

など現役員で今一度考えてもらいたい。出来ないことは出来ないと明言して欲しい。 



・（総務担当 新田）ご意見同窓会役員で協議していきたいと思います。 

  議事録に関しましても、次年度代議員総会より資料として配布をするようにいたしま

す。 

 

・(議長)その他ご意見等はありますか？無いようですので以上で代議員総会審議事項を終

了いたします。 

 

・（総務担当 新田）大橋議長、播磨副議長有難うございました。皆様の拍手にてご退席を

お願い致します。 

  

 

閉会（総務担当 新田） 

本日は、お忙しいところまたお足元の悪い中、同窓会代議員総会にご出席いただきまして

有難うございました。以上を持ちまして令和 5 年度薬学部同窓会代議員総会を閉会とい

たします。お忘れ物の無いようご退室ください。オンラインでご参加の皆様も有難うござ

いました。オンラインミーティングよりご退室いただければと存じます。 

  本日有難うございました。 

 

 15：15 閉会 

 

 

 

 


